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１．提案の背景/実証研究の目的 ２．なぜ水素なのか – Fuel Cell Forkliftの強み

５．実証研究の確認課題と成果目標

■事業戦略

①売切⇒レンタルサービスによる顧客の経済的な負担の抑制

②水素、充填設備、水素フォークリフトのトータルパッケージでのワンストップサービス提供

③水素管理システムによるサービスの高度化による利便性向上

■普及展開イメージは以下のとおり。複数の潜在需要者が存在する工業団地内での

メリット活かした実証を通じ、未利用顧客の需要喚起を期待

■普及にあたり、タイ政府による補助金/助成金、インセンティブ付与等による後押しも重要

日本と異なる高温多湿なタイの環境下で、FCFLや各種水素充填機器が日 本と異なる環境下のタイで、想定どおりの水素充填管理の下、正常・安全 に稼働するかどうかを確認

■最適な水素配給方法の検証の結果、最も普及に資すると考えられる水素配給方法を
ベースに、水素管理システム（HMS）の構築・運用を実証

■具体的には、IoT技術を活用し、FCFLを利用する工場等の客先での水素需要を的確に
把握し、最も効率的な配送ルートによる水素の最適な配送を実現する仕組みを構築

実証対象と確認課題 想定中の成果目標

フォークリフトの正常稼働確認 フォークリフトが想定どおりの充填管理の下運用できるか確認する。

昇圧機の正常稼働・安全確認 • 要求する圧力（45MPa）まで水素ガスが昇圧されることを確認する。
• 機器の故障、破損、ガスの漏洩が発生しないことを確認する。
• 水素漏洩が発生したとしても、爆発下限界以内に収める（空気中の水素濃度4%未満）

蓄圧機の正常稼働・安全確認 • 要求する期間内において貯めた水素圧力が維持されることを確認する。
• 機器の故障、破損、ガスの漏洩が発生しないことを確認する。
• 水素漏洩が発生したとしても、爆発下限界以内に収める（空気中の水素濃度4%未満）

水素タンクの安全確認 • 日本の安全基準である設計係数4倍に基づく水素タンクは重量があるところ、小型トレーラーで正常に輸送できることを確認する。
• 圧力設備の設計時における材料の強さに対する余裕度を示す設計係数を日本基準の4倍から緩和により軽量化する可能性も視野に入れる。
• 機器の故障、破損、ガスの漏洩が発生しないことを確認する。
• 水素漏洩が発生したとしても、爆発下限界以内に収める（空気中の水素濃度4%未満）

ディスペンサー・差圧式充填装置の
正常稼働・安全確認

• 要求する量の水素が充填されることを確認する。
• 機器の故障、破損、ガスの漏洩が発生しないことを確認する。
• 水素漏洩が発生したとしても、爆発下限界以内に収める（空気中の水素濃度4%未満）
• タイの高温環境下で、FCFLの充填圧力34.5Mpaの際にSoC（充填率）90%を満たせるか否かの検証
• FCFLの場合、日本ではディスペンサー側で34.5Mpaに達したときに自然に充填が止まる設計になっているが、高温環境下のタイの場合、同様に
34.5Mpaで充填を止める仕様にしたとしても、気温と圧力の関係で、温度が高温になることが考えられる為、日本と同様な制御が行えるかの検
証（温度センサー導入の是非検証）

３．対象技術の概要と水素管理システム（HMS）の構築 ４．事業戦略・普及見込

■目的：アマタシティ・チョンブリ工業団地において、水素サプライチェーンの整備・水素フォークリフトの普及可能性検討
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